
f･&
二
十

一
髄

節
三
助

六四

東
京
市
豊
島
置
冒
由
町
に
於
け
る
磐
井
の

結
果
に
裁
て

昭
和
六
年
徳
川
家
新
築
の
際
日
本
襲
泉
谷
資
食
酢
は

依
っ

て磐
井
を
行
っ
た
が
.
其
の
選
井
地
質
藤
本
を
見

る
こ
と
が
出
来
LJ
の
で
簡
単
は
報
告
し
た
い
と
恩
ふ
｡

緊
井
を
行
っ
た
場
所
は
目
白
町
四
丁
目
四
十

一
番
地

で
目
白
曙
の
北
開
約
二
宵
兼
の
虞
で
あ
る
｡
此
の
附
近

は
所
謂
両
ノ
手
で
渥
枚
三
十
米
の
高
毒
を
成
し
て
ゐ
る
｡

黒
井
は
地
表
か
ら
四
百

一
尺
五
寸
の
探
n
迄
達
し
､
其

の
間
地
表
下
空

ハ
十
三
八
の
虞
で
月
暦
に
'
二
Lm
十
尺

と
二
百
四
十
九
八
の
塵
で
月
数
の
破
片
を
有
す
る
砂
暦

に
出
合
S
p
7盲

八
十
八

二
二
百
七
十
五
尺
の
塵
に
月

数
の
破
片
を
含
む
磯
厨
が
あ
る
0

粟
井
雌
本
は
依
っ
て
作
っ
た
戴
断
固
は
次
の
貫
に
示

す
通
-
で
あ
る
｡

大

炊

御

門

経

輝

IfI･
V

の
磯
は
大
ru種
?
五
乃
真

一
糎
の
角
の
あ

る
磯
で
p
V
の
磯
暦
で
は
下
部
の
方
が
灘
は
僕
に
大
き

い
｡
X
V
L

の
桃
暦
は
圃
磯
か
ら
威
力
､
磯
の
大
n
は

〇
三

乃
至
○
孟

糎
で
あ
る
｡

X
iX
砂
磯
暦
の
磯
も

図
-
大
ruも

X
V
I
の
も
の
と
大
差
を
い
｡
III.
V

の

磯
暦
は
河
戒
と
皿
は
れ
る
.
X
V

I,
X
IX

の
磯
暦
及
び

砂
塵
暦
は
月
数
の
破
片
の
あ
る
rJ
と
は
依
-
明
か
は
海

成
で
あ
る
｡

IX

砂
層
の
月
化
石
の
中
岡
充
用
兼
ね
も
の
は
次
の

六
積
で
あ
る
C

髭
a
c
om
a
to
k
y
o
e
n
s
is
責
a
k
iy
a
m
a
.

S
ole
n
k
ru
sen
ster
n
i
S
ch
ren
ck.

民
a
ctr
a

d
u
n
ke
ri
Y
o
k
o
y
a
m
a
.
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比

況

朋
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N
ati
c
a

(T

ect
on
at
ic
a)
3.
a
n
th

osto

ma
D
es

ha･

y
e
So
N
e
rita
e
fo
T
mi
S
(N
ev
erita
)

d
id
y
m
a
(B
olte
n
)
.

Suav
od
rilti
ad
eclivis
(琵

a
rte
n
s).

こ
の
他

O
sti･eaSP
.(破
片
)
.

S
a
n讐
in
01a
ria

(S
oletellin
a)
sp
.
(
幼
貝
)
及
び
其
の
他
月
数
の
破
片

が
多
数
あ

る
｡
以
上
の
中
で
目
に
つ
-
JC
の
は

S
ole
n

k
Tu
Sen
Stern
i
S
ch
Te
n
C打
V
S
u
avo
d
riltia

d
e
c
liv
is

氷
京
か
=]:･高
鵬
H
H
町
に
於
け
る
那
井
の
紺
灘
に
試
て

″

誓

脚

抑

抑

加

脚

仰
脚

州

(M
ar
t
e

n

s)
で

p
後

者
は
保
存
も
良

い
｡

X
II
砂
暦
に

は
貝
殻

の
破
片
が
僕
に
含
ま
れ
て
居
る
｡
X
IV
砂
暦
に

は

N
erita
efor
m
is
(N
eve
T
it
a

)
di
d
y
m
a
(R
ott
en
)

の
幼
貝
.
R
in
gi
C
ul
a
y
ok
oya
m
ai
T
ak
ey
am
a
M
S
.

其
の
他
貝
殻
の
破
片

及
び
海
臆

｡
藤
虚
の
破
片
が
小
数

あ
る
｡

X
V
I
磯
暦
に
は

N
atica
(T
e
cton
atica)

3'a
n
th
o
sto
m
a
D
eSh
ay
es

の
助
月
及
び
介
殻
の
破
片

が
あ
ら
､

X
IX

砂
塵
暦
に
も
月
数
の
破
片
が
含
ま
れ

言

及

二
三



地

球

節
二
十
一
啓

で
ゐ
る
｡

日
日
輝
の
南
東
側
で
は
赤
土
の
下
に

一
光
許

-
ゐ

粘
土
層
.
其
の
下
に
砂
塵
の
犀
が
あ
り
.
同
峰
の

苗
酉
の
毘
に
二
三

米
の
砂
利

厨
の
あ
る
rJ
と
¥
双
滞

壁
土
が
観
察
ru
れ
､
是
等
を
成
田
暦
と
誤
れ
た
｡(
理
撃

罪
.
第
三
十
巻
第
十
挑
)
目
白
の
高
蔓
は
約
三
十
米
で

あ
る
か
ら
Ⅴ
磯
層
は
崖
の
下
部
の
方
に
露
出
す
る
わ
け

で
p
目
白
騨
南
東
側
に
於
け
る
赤
土
の
下
の
粘
土
暦
は

H
に
､
其
の
下
の
砂
灘
暦
は
iII
に
雷
る
で
あ
ら
う
｡

Ⅰ
か
ら
Ⅴ
迄
は
昭
利
四四
年
復
興
局
建
築
部
で
聴
衆
n

れ
ね
東
京
及
梼
潰
地
貿
調
査
報
告
の
洪

積

暦

は
相
営

し
､

IX

の
月
瀞
は
同
報
骨
の
第
三
紀
暦
上
部
犀
下
部

か
或
は
中
部
圏
上
部
の
も
の
で
あ
ら
う
｡

黒
井
で
あ
る
か
ら
地
層
間
の
銅
係
が
分
ら
ず
､
且
つ

僅
か
の
化
石
で
是
等
の
地
層
の
対
比
を
行
ふ
の
は
危
険

節
三
班

姦
ハ

二
四

で
あ
る
が
､
上
部
の
方
は
田
親
に
放
け
る
層
序
と
非
常

は
よ
-
似
て
ゐ
る
｡
IIf,
V

の
河
成
磯
暦
は
山
手
暦
に

祁
皆
し
､
V
I,
V
II
に
は
化
石
は
無

い
が
上
下
の
地
膚

の
鏑
係
か
ら
成
田
瀞
に
潜
る
と
恩
は
れ
る
O

IX

に
含

ま
れ
る
化
石
の
内
特
に

M
acom
a
t
ok
yo
ensis
琵
a
粁
i･

ya
m
a
及
び

S
ua
v
o
dr
it
tia
dec
liv
is
(M
arten
s)
は

王
手
介
腎

に
多
-
､

其
の
他
の
も

の
も

田
端
･王
子
･品

川
の
貝
厨
に
ょ
-
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
東
京
圏
は
何
所
で

も
多
少
旋
炭
質
で
あ
る
事
か
ら
考

へ
で
も

IX

の
月
暦

は
未
読
暦
､
即
ち
洪
積
層
下
部
の
も
の
で
あ
ら
う
｡

東
京
圏
よ
-
下
の
地
層
の
露
出
は
山
ノ
手
の
崖
に
無

-
X
II
以
下
の
地
層
は
就
で
は
竪
非
の
記
銀
は
依
る
よ

ら
他
は
な

い
が
'
是
等
の
地
層
は
振
興
局
の
前
述
の
報

告

の
第
三
配
厨
中
部
圏
に
常
る
と
瓜
は
れ
る
｡
(完
)


